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(i) 

座標平面において、動点 RP, を、それぞれ直線 yyxy
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 上にとり、 

動点Qを x軸上にとる。
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RQP ,, が出発して t 秒後の座標は、それぞれ 
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と表せる。
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であり、 

RQP ,, が一直線上にくるとき 
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(ii) 

△ PQRの面積は 1
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△ AOBは一辺の長さが 1の正三角形であるから、面積は
4

3
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△ PQRと△ AOBの面積が等しいとき 
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